
〔１〕場面や問題解決に必要な数量を捉える。

○ かなたさんの家から学校までの道のりを計算すると、ほのかさんの家から学校

までの道のりと等しい１２００ｍになること

○ 家から学校まで、かなたさんは20分間、ほのかさんは24分間かかったこと

〔２〕 AまたはBの考え方で、かなたさんとほのかさんのどちらが速いか判断する。

○ Aの考え方：道のりが等しいことと、かかった時間を基に考える

○ Bの考え方：かなたさんとほのかさんのそれぞれの歩く速さを基に考える

〔３〕 かなたさんの方が速い理由を述べるために必要な事柄①及び②を書く。

○ Aの考え方

① かなたさんとほのかさんが歩いた道のりが等しいことを表す言葉や数

② かなたさんがかかった時間が、ほのかさんがかかった時間よりも短いことを表す

言葉や数

○ Bの考え方

① かなたさんの歩く速さを表す数や式、言葉

例：1200÷2０＝６０ 分速６０ｍ

② ほのかさんの歩く速さを表す数や式、言葉

例：1200÷24＝５０ 分速５０ｍ

正答の導き方

異種の二つの量の割合として捉え

られる数量の関係に着目し、目的に

応じて大きさを比べたり表現したり

する方法を考察し、それらを日常生

活に生かすこと。
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（３）４
道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、その理由を言葉や数を
用いて記述できるかどうかをみる問題

＜関連する過去の問題＞

R３ １ (3)：㋐と㋑の二つの速さを求める式の意味につ

いて、正しいものを選ぶ問題

必要な学習内容



調査問題を活用した授業改善のための指導資料

具体的な場面から問題解決に必要な情報を取り出すとともに、計算して求めた数値の意味を考える

ことができるようにすることが大切です。その際に、次のような点を意識することで、より学習の効果を

高めることができます。

授業改善のポイント

◆ かなたさんがかかった時間がほのかさんがかかった時間よりも短いことを表す言葉や数を記
述できていない。

◆ どちらが速いかを判断するために必要な数量である「道のり」や「かかった時間」を基に問題

解決することができていない。

誤答例とその原因

〇 誤答例１（かなたさんを選択した上で）

かなたさんの家から学校までの道のりは、900＋３００＝１２００で、１２００ｍです。かなたさんと

ほのかさんが歩いた道のりが等しいからです。

〇 誤答例２（ほのかさんを選択した上で）

ほのかさんは家から学校までの道がまっすぐだからです。

☆ 解決するために必要な情報を話し合う。

※ 問われていることを解決するために必要な情報を、子供自身が取り出すことができるよう指導し

ていくことが大切です。

☆ 計算結果の意味を話し合う。

※ 式や計算結果の発表をした後に、「計算して求めた数値が何を表す数なのか」や「問題解決に

向けて、計算結果を比べるとどんな判断ができるのか（ここでは、どちらが速いといえるのか）」を

話し合う活動を仕組むことが大切です。

どんなことが分かれば、速さを比べることができますか。

それぞれの家から学校までの道のりとかかった時間です。

道のりと時間を使えば計算で

速さを求めることができます。

かなたさんの「６０」、ほのかさんの「５０」は何を表す数ですか。

「かなたさんは、1分間あたりに６０ｍ歩いた」、

「ほのかさんは、1分間あたりに５０ｍ歩いた」ということを表しています。

１分あたりに長い道のりを進む方が速いといえるので、かなたさんが速いといえます。

道のりが同じなので、計算しなくても

速さを比べることができます。

かなたさんは 1200÷２０＝６０ ほのかさんは 1200÷２４＝５０ です。


